
無機化合物の新しい呼び方について

最近,無機化合物命名法が改定された (｢化
合物命名法Ⅰし'P.1C勧告に準拠｣(東京化学同人))

新しい命名法の理解には,化合物の錯体化学的

な見方も必要である｡現代化芋は,無機化学も

有機化学も錯体抜きには考えられないし,たと

えば硫酸や硝酸などの新 しい命名法 (付加 式 名

柿)の理解には化学式の錯体化学的な表現が必

要になってくる｡ しかし,現在の高校の教科背

では,錯体化学の扱いは,｢化学Ⅲ｣に1- 2
へ-ジを割いているだけであるoここでは,高

校化学で出てくるいくつかの無機化合物の新 し

い命名法の 一端を紹介したいC

｢酸素｣は酸素分子 (0∵)を示すのか酸素原
(-(○)を示すのか唆味である｡分 相 ミの酸素

は体系名では二酸素 (dioxygen)であるr オゾ

ン (01) は慣用名として許されているが､体系

名は三酸素 (trioxygen)である｡｢窒素｣も,分

7･状零索 (ド._,)の体系名は二窒素 (dinitrogcn)

であるぐ

また高校の教科茸では,酸化数と電荷数が明

確に区別されていない｡従来の命名伝 (1990年

ILPACルール)では,酸化数はローマ数字で,

電荷数はアラビア数字で表現することになって

いる｡これは新しい命名法でも変わらない｡た

とえば,MnO1,は成分比を示す倍数接頭語方式

では二酸化マンガンであるが,酸化数方式では

酸化マンガン (Ⅳ)となり,電荷数方式では酸

化マンガン (4+)となる.同様に FeCILlは三塩

化鉄 (倍数接頭語方式),塩化鉄 (Ⅲ)(酸化数

方式),塩化鉄 (3+) (電荷数方式)の表現が
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可能であるC

水 (H20)やアンモニア (NHl)は,単核水

素化物の体系名として,それぞれオキシダンや

アザンと呼ばれる｡それらの誘導体である過酸

化水素 (HOOH)はジオキシダンであり,ヒド

ラジン (HL,N＼Hl)はジアザンである｡陽イオ

ンのアンモニウム (NHl~)はアザニウムであ

り,オキソニウム (H.iO一)はオキシダニウム

である｡

オキソ酸は慣用名も許されているが,体系名

は錯体の命名法に基づいた付加式名称が使われ

る｡それは ○什 (配位子名 ヒドロキシ ド)と

oL, (配位子名オキシ ド)を配位子とし,硫黄

や炭素や窒素などを中心原 If･とした錯体とみる

方式である.たとえば,H･jSOlは,慣用名とし

て硫酸が許されているが,体系糾 ま単核錯体

[soコ(OH)1]と表わ してジヒドロキシ ドジオキ

シド硫黄となる｡慣用名の炭酸 (HJCO3)は,

単核錯体 [CO(OH)コ]と表わして,体系名はジ
ヒドロキシドオキシ ド炭素となり,慣用名の硝

痩 (HN0.I)は単核錯体 [.T(01,(OH)]と表わし

て,ヒドロキシ ドジオキシ ド窒素となる｡この

方式では従来の ｢○○酸｣という名称がなくな
る｡

高校で出てくる錯体 ｢-キサシアノ鉄 (Ⅲ)

酸カリウム｣(K3[Fe(CN)6])も,新 しい命名

法では配位子名がシアニ ドとなって,次の3通

りが可能である :-キサシアニ ド鉄 (Ⅲ)酸カ

リウム (酸化数方式),-キサシアニド鉄酸 (3-)

カリウム (電荷数方式),-キサシアニ ド鉄酸
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三カリウム (倍数接頭語方式)0

これらの命名法が世の中に定着するにはかな

りの時間が必要かもしれないが,現代化学の進

展を反映しており,理解する努力が必要であろ

う｡
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